
『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
㈹

今

回

通

隆

（
上
め
8
）
 
花
鳥
春
資
貯
。

右
金
吾

 
 
 
※

花
鳥
何
日
聞
二
古
今
一
、
為
二
春
資
貯
｝
勝
二
千
金
｝
。

積
応
二
陣
二
二
風
前
色
一
、
貧
欲
三
相
二
伝
地
底
音
一
。

※
 
 
 
 
 
 
※
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
、

山
景
鯨
糠
三
月
語
、
後
湿
生
計
一
寒
心
。

 
※
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

従
レ
薙
華
墨
非
玉
茎
素
一
、
毎
・
見
二
土
宜
一
任
二
酔
吟
一
。

〔
訓
読
〕
花
鳥
は
春
の
豊
漁
な
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
金
吾
（
う
き
ん
ご
）

 
花
鳥
は
何
（
い
つ
）
れ
の
日
よ
り
か
古
今
に
聞
こ
ゆ
、
塾
「
春
の
資
貯
為
（
た
）

り
て
千
金
に
勝
る
、
と
。
積
む
も
応
（
ま
さ
）
に
能
く
風
前
の
色
を
散
ら
す
べ

く
、
貧
（
む
さ
ぼ
）
る
も
上
底
の
音
を
相
伝
へ
ん
と
欲
す
。
頽
景
（
た
い
け
い
）

の
鯨
糠
（
よ
り
ゃ
う
）
三
月
の
語
（
ご
）
、
後
旬
の
生
計
一
園
の
心
（
し
ん
）
。

薙
（
こ
こ
）
ま
り
想
ひ
得
た
り
貧
素
に
非
ざ
る
こ
と
を
、
土
宜
（
ど
ぎ
）
に
見

（
あ
）
ふ
毎
（
ご
と
）
に
酔
吟
を
任
（
ほ
し
い
ま
ま
）
に
す
る
は
。

〔
通
釈
〕
花
鳥
は
春
の
財
宝
な
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
衛
門
督
（
藤
原
斉
信
）

 
花
と
鳥
と
は
、
何
時
と
は
な
く
昔
か
ら
世
間
で
言
わ
れ
続
け
て
い
る
、
「
春

の
財
宝
で
あ
り
、
千
金
以
上
の
価
値
が
あ
る
」
と
。
 
（
と
こ
ろ
で
、
春
は
、
た

だ
に
そ
の
花
と
い
う
財
宝
を
）
積
み
た
く
わ
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
よ

く
風
の
前
に
花
び
ら
を
乱
れ
散
ら
し
（
そ
し
て
、
人
の
目
を
喜
ば
せ
て
く
れ

る
）
、
 
（
．
春
は
、
た
だ
に
そ
の
鳥
と
い
う
財
宝
を
）
む
さ
ぼ
り
集
め
る
だ
け
で

は
な
く
、
ま
た
よ
く
露
の
も
と
に
鳥
声
を
伝
え
響
か
せ
る
（
そ
し
て
、
人
の
耳

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
）
．
。
 
（
そ
れ
故
に
）
そ
の
、
晩
春
三
月
の
夕
暮
れ
時
に

鳴
き
さ
え
ず
る
鳥
の
声
を
耳
に
す
る
の
は
、
こ
の
私
に
と
っ
て
は
、
あ
た
か
も

あ
り
余
る
食
料
を
春
か
ら
給
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
、
月

末
の
庭
園
一
杯
に
乱
れ
散
る
花
の
色
を
目
に
す
る
の
は
、
こ
の
私
に
と
っ
て

は
、
あ
た
か
も
十
分
な
語
誌
を
春
か
ら
頂
戴
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
こ
で
確
信
す
る
の
で
す
、
こ
の
身
は
決
し
て
貧
賎
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
、
 
（
な
ぜ
な
ら
、
春
の
恩
恵
-
花
び
ち
や
鳥
声
一
の
満
ち
あ
ふ
た
）
こ

の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
場
所
に
常
に
身
を
置
き
、
 
（
そ
の
、
あ
り
余
る
料
銭
を

給
付
さ
れ
、
十
分
な
俸
禄
を
頂
戴
し
て
）
思
う
ま
ま
に
酒
に
酔
い
詩
を
吟
じ
る

『
本
朝
麗
藻
』
 
全
注
釈
㈹
・

く
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こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
。

〔
校
異
〕
○
日
一
國
は
、
判
読
不
能
に
つ
き
、
劉
に
よ
り
補
う
。
 
○
頽

-
七
一
以
外
は
、
「
頽
」
字
に
作
る
。
な
お
、
p
「
頽
」
は
「
頽
」
の
俗
字
。

○
語
i
底
一
は
、
こ
の
右
横
下
に
「
・
ヨ
」
の
二
字
を
送
る
。
「
意
味
不
明
。

今
、
従
わ
な
い
。
○
心
一
「
底
は
、
判
読
不
能
に
つ
き
、
薪
庭
よ
り
補
う
。

○
弦
-
底
は
、
判
読
不
能
に
つ
き
、
薪
皿
に
よ
り
補
ヶ
。
○
吟
一
身
ほ
、
欠

、
字
。
今
、
綱
以
下
に
よ
り
補
う
。
な
お
、
蚕
「
は
、
第
八
句
目
に
「
毎
・
見
二

三
一
任
レ
酔
吟
」
と
返
り
点
を
付
す
。
今
、
一
類
＝
新
「
の
そ
れ
に
従
う
。

〔
語
釈
〕

○
花
鳥
短
資
貯
 
詩
題
。
出
典
未
詳
。
 
「
立
身
」
は
、
 
「
資
儲
（
し
ち
ょ
）
」

に
同
じ
。
た
く
わ
え
・
蓄
積
の
意
。
例
え
ば
、
白
居
易
に
、
．
「
君
ハ
父
母
ノ
君

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

（
地
方
長
官
）
ト
為
り
、
大
恵
雪
辱
儲
（
民
の
蓄
積
）
二
在
リ
。
」
〈
『
白
豆

長
前
集
」
巻
五
十
二
「
除
夜
ノ
作
人
和
，
ス
」
V
と
の
用
例
あ
り
。
ま
た
、
「
資

貯
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
例
と
し
て
は
、
大
江
以
言
に
、
 
「
供
仏
施
僧
ノ

む
 
 
む

資
貯
（
費
用
）
ハ
、
専
ラ
東
閣
（
左
大
臣
藤
原
道
長
y
ノ
芳
意
二
任
（
ま
か
）

ス
。
」
〈
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
四
「
覚
運
僧
都
ノ
為
ノ
四
十
九
日
ノ
願
文
」
V

が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
資
貯
」
に
は
蓄
積
・
費
用
な
ど
の
意
が
あ
る

が
、
今
、
こ
こ
で
は
「
財
宝
」
と
訳
し
た
。
春
は
、
花
と
い
う
財
宝
と
鳥
と
い

う
財
宝
を
持
つ
。
前
者
は
見
る
財
宝
で
あ
り
、
後
者
は
聞
く
財
宝
で
あ
る
。
春

は
人
の
目
を
喜
ば
せ
（
人
の
耳
を
楽
し
ま
せ
る
に
十
分
な
財
宝
を
持
っ
て
い

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
な
お
、
．
こ
の
時
の
作
文
会
は
、
、
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
三
月
二
十
四
日
に

左
大
臣
の
藤
原
道
長
邸
で
行
な
わ
れ
た
も
の
。
『
権
記
」
の
同
日
の
条
に
は
、

「
左
府
（
左
大
臣
道
長
浦
）
二
詣
（
い
た
）
ル
。
作
文
有
リ
、
題
、
花
ハ
春
ノ

 
 
 
 
 
 
 
 
マ
 

資
貯
為
リ
（
花
為
春
資
貯
）
、
〈
（
韻
字
は
）
心
字
ナ
リ
〉
。
半
夜
許
（
ば
か
）
リ

ニ
作
リ
了
（
を
は
）
ル
モ
、
三
二
帰
レ
バ
三
二
及
ブ
。
」
〈
史
料
大
成
本
∀
と

あ
る
（
な
お
、
 
『
御
堂
関
白
記
」
に
は
同
日
の
記
事
な
し
。
）
。
文
中
の
詩

 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

題
が
「
花
為
春
資
貯
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
 
「
花
鳥
春
資
貯
」
の
恐
ら
く
誤

り
で
あ
ろ
う
。
「
鳥
」
と
「
為
」
と
の
字
体
近
似
に
よ
る
誤
写
か
誤
読
で
あ
る

に
違
い
な
い
。

○
右
金
吾
 
右
衛
門
府
の
唐
名
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
右
近
吾
将
軍
の
略
で
、

右
衛
門
督
の
唐
名
（
「
金
吾
」
は
官
名
で
「
執
金
吾
」
の
略
。
天
子
の
護
衛
兵

の
こ
と
。
）
。
藤
原
斉
信
を
さ
す
。
な
お
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
藤
原
斉
信

が
右
衛
門
督
で
あ
っ
た
の
は
、
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
十
月
三
日
か
ら
寛
弘

六
年
（
一
〇
〇
九
）
三
月
三
日
ま
で
で
あ
る
く
『
公
卿
補
任
』
〉
。
こ
の
作
文

会
が
行
な
わ
れ
た
寛
弘
三
年
三
月
二
十
四
日
当
時
、
彼
は
四
十
歳
、
官
位
は
権

中
納
言
従
二
位
で
、
右
衛
門
督
の
ほ
か
に
も
中
宮
大
夫
・
使
別
当
を
兼
任
し
て

い
た
く
同
上
〉
。

○
勝
千
金
 
「
千
金
」
は
大
金
の
意
。
例
え
ば
、
白
居
易
に
、
「
昭
陽
ノ
舞
人

恩
正
二
深
ク
、
春
雪
一
対
直
（
あ
た
ひ
）
千
金
。
」
〈
『
白
講
書
慶
集
」
巻
四

「
練
綾
」
V
と
の
用
例
あ
り
。
な
お
、
『
本
朝
麗
藻
」
の
こ
の
す
ぐ
あ
と
の
、

左
金
吾
（
藤
原
公
任
）
の
同
題
詩
の
第
六
句
目
に
は
「
一
万
金
」
、
大
江
通
訳

の
同
題
詩
の
第
六
句
目
に
は
「
是
千
金
」
、
「
江
吏
部
集
」
〈
巻
下
V
中
の
大

江
匡
衡
の
同
題
詩
の
第
六
句
目
に
は
「
直
千
金
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
同
様
の
意
味

を
持
つ
詩
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
公
任
以
下
の
現
存
の
同
題
詩
三
首
が
こ
の

詩
語
を
同
じ
く
第
六
句
目
に
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
右
金
吾
（
着
信
）
の
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こ
れ
の
み
が
第
二
句
目
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
。

○
積
応
能
散
風
前
色
 
「
積
」
は
積
貯
・
積
蓄
の
意
で
、
積
み
た
く
わ
え
る
こ

と
。
「
散
」
は
散
財
の
意
で
、
金
銭
や
物
を
人
に
分
け
与
え
る
こ
と
。
な
お
∩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
ロ
 
む

例
え
ば
、
『
礼
記
』
に
は
、
「
賢
者
八
…
…
積
ム
モ
能
ク
散
ジ
（
積
雲
能
動
）
、

安
キ
ニ
安
ン
ズ
ル
モ
能
ク
遷
ル
。
」
〈
「
曲
礼
」
知
覧
V
と
の
、
『
顔
氏
家
訓
』

に
は
、
「
素
ヨ
リ
鄙
怯
（
ひ
り
ん
・
心
が
い
や
し
く
て
物
お
し
み
す
る
意
）
ナ

ル
者
モ
、
其
ノ
古
人
ノ
義
ヲ
貴
ビ
テ
財
ヲ
軽
ク
シ
、
私
ヲ
少
ナ
ク
シ
テ
慾
ヲ
寡

（
す
く
）
ナ
ク
シ
、
盈
（
み
）
ツ
ル
ヲ
忌
ミ
テ
満
ツ
ル
ヲ
悪
（
に
く
）
ミ
、
窮

セ
ル
ラ
鯛
（
す
く
）
ヒ
テ
置
（
と
ぼ
）
シ
キ
ヲ
郎
（
あ
は
れ
）
ム
ヲ
観
テ
ハ
、

蝦
然
（
た
ん
ぜ
ん
・
恥
ず
か
し
く
て
顔
が
赤
く
な
る
さ
ま
）
ト
シ
テ
悔
イ
恥

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む

ヂ
、
積
ム
モ
能
ク
散
ゼ
ン
（
積
而
能
散
）
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
。
」
〈
「
勉
学
」
篇
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む

と
の
用
例
あ
り
。
そ
の
、
「
積
性
能
散
」
の
語
順
の
ま
ま
に
、
「
積
応
能
散
風
色
」

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
。
出
典
と
考
え
て
間
違
い
な
い
．
で
あ
ろ

，
つ
。

 
『
礼
記
』
の
一
文
の
意
味
は
、
「
（
賢
者
は
）
財
を
蓄
積
す
る
も
、
又
能
く

散
じ
て
人
に
施
す
也
。
」
〈
国
訳
漢
文
大
成
本
四
V
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
主

語
は
「
賢
者
」
で
あ
り
、
目
的
語
は
「
財
」
で
あ
る
（
た
だ
し
、
文
中
で
は
省

略
さ
れ
て
い
る
ゆ
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
斉
信
の
詩
の
第
三
句
目
の
意
味
は
、

「
（
春
は
花
と
い
う
）
財
を
蓄
積
す
る
も
、
又
能
く
風
の
前
に
散
じ
て
人
に
施

す
也
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
場
合
の
主
語
は
「
春
」
で
あ
り
、
目
的

語
は
「
花
と
い
う
財
」
で
あ
ろ
う
。
 
「
花
と
い
う
財
」
を
「
春
」
が
蓄
積
す
る

と
は
、
春
に
な
っ
て
花
々
が
一
面
に
咲
き
ほ
こ
渇
こ
と
を
具
体
的
に
意
味
す
る

に
違
い
な
い
。

 
こ
の
第
三
句
目
は
、
対
句
で
あ
る
第
四
句
目
が
「
春
ノ
資
貯
」
の
、
】
つ

「
本
朝
麗
藻
」
全
注
釈
㈹

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

「
鳥
」
を
指
示
し
て
い
る
（
そ
れ
は
、
「
露
底
ノ
音
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
わ

か
る
。
）
の
に
対
し
て
、
そ
の
他
の
一
つ
「
花
」
を
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

（
そ
れ
は
、
「
風
前
ノ
色
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
わ
か
る
。
）
。
だ
か
ら
、
こ

の
句
の
目
的
語
は
、
「
花
と
い
う
財
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な

お
、
「
散
」
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
財
を
散
ず
る
意
と
花
を
散
ら
す
意
と

の
、
．
二
つ
の
意
味
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
、
「
風
前
ノ
色
」
と
は
、
風
に
ハ

ラ
ハ
ラ
と
散
る
花
び
ら
の
意
で
あ
ろ
う
。
 
「
風
前
」
は
、
第
四
句
目
の
「
露

底
」
の
対
語
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
「
は
か
な
さ
」
を
比
喩
す
る
抽
象
語
と
し

て
よ
り
も
、
や
は
り
、
具
象
語
と
し
て
、
「
風
の
吹
く
前
」
の
意
に
と
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

 
つ
ま
り
、
賢
者
は
財
を
蓄
積
す
る
け
れ
ど
も
、
ま
た
よ
く
そ
れ
を
散
じ
て
人

人
に
施
す
と
い
う
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
に
、
春
は
花
を
一
面
に
咲
か
せ
る

け
れ
ど
も
、
ま
た
よ
く
そ
れ
を
風
の
前
に
散
ら
せ
て
人
々
の
目
を
喜
ば
せ
る

の
だ
、
と
作
者
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
『
礼
記
』
を
出
典
と
し
て
、

「
春
」
を
「
賢
者
」
に
、
．
「
花
」
を
「
財
」
に
た
と
え
て
お
り
、
か
な
り
技
巧

的
な
一
句
と
言
え
よ
う
。

○
貧
欲
相
伝
露
発
音
 
「
貧
」
は
、
第
三
句
目
の
「
積
」
の
対
語
で
あ
り
、
貧

積
の
意
。
む
さ
ぼ
り
積
む
こ
と
。
例
え
ば
、
 
『
顔
氏
家
訓
」
に
、
「
郵
（
げ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

ふ
・
地
名
）
下
一
二
領
軍
有
り
テ
、
貧
積
已
二
甚
ダ
シ
。
」
〈
「
治
家
」

篇
V
と
の
用
例
あ
り
。
ま
た
、
「
欲
」
は
、
第
三
句
目
の
「
応
」
の
対
語
で
あ

り
、
以
下
、
「
相
伝
」
と
「
高
歯
」
、
「
露
営
」
と
「
風
前
」
、
「
音
」
と
「
色
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
り
 
 
む

と
が
そ
れ
ぞ
れ
対
語
。
 
「
貧
欲
相
伝
」
の
出
典
は
未
詳
で
あ
る
が
、
第
三
句
目

 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む

分
「
積
応
能
散
」
の
類
似
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
第
四
句
目
の
主
語
も
、
勿

論
、
 
「
春
」
で
あ
る
。
春
が
貧
冒
す
る
の
で
あ
る
。
目
的
語
は
、
第
三
句
目
の
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'

、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

そ
れ
が
、
 
「
花
と
い
う
財
」
で
あ
っ
π
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
、
 
「
鳥
と
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

う
財
」
。
そ
れ
は
、
「
露
礁
ノ
音
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
わ
か
る
。
「
鳥
と
い

う
財
」
を
「
春
」
が
む
さ
ぼ
り
積
む
と
は
、
春
に
な
っ
て
鳥
た
ち
が
あ
ち
こ
ち

で
さ
え
ず
り
競
う
こ
と
を
具
体
的
に
意
味
す
る
に
違
い
な
い
。

 
「
忍
会
」
は
、
春
露
の
も
と
の
意
。
例
え
ば
、
 
『
和
漢
朗
詠
集
」
〈
巻
上
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

春
・
藤
〉
に
、
 
「
紫
藤
ノ
露
ノ
底
（
も
と
）
二
様
ル
花
ノ
色
、
翠
竹
ノ
煙
ノ
中

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
ヒ
 
む

血
染
（
ゆ
ふ
べ
）
ノ
鳥
ノ
声
。
」
〈
源
相
規
「
四
月
二
余
香
有
リ
」
V
と
の
用

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

例
あ
り
（
な
お
、
こ
の
用
例
中
に
も
、
「
花
ノ
色
」
と
「
鳥
ノ
声
〈
音
〉
」
と

が
対
語
と
し
て
便
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
。
）
。

 
「
音
」
は
、
．
勿
論
、
鳥
音
の
意
で
、
鳥
の
声
を
い
う
。
 
「
色
」
 
（
花
の
色
）

と
の
対
語
で
あ
る
が
、
和
歌
に
も
こ
の
対
語
の
用
例
は
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
り
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む

ば
、
『
後
学
和
歌
集
」
〈
巻
四
・
夏
歌
V
に
、
 
「
花
鳥
の
色
を
も
音
を
も
徒
に

物
う
か
る
身
は
す
ぐ
す
の
み
な
り
」
〈
藤
原
雅
正
〉
と
の
用
例
あ
り
。
視
覚
と

聴
覚
と
の
対
比
で
あ
り
、
そ
の
「
色
」
と
「
音
」
と
の
対
語
が
、
こ
の
右
金
吾

の
詩
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
六
句
目
の
「
心
」
・
と
第
五
句
目
の
「
語
」
と
の
対
語

に
承
応
し
そ
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 
つ
ま
り
、
第
四
句
目
に
お
い
て
、
作
者
は
も
う
一
つ
の
春
の
財
宝
で
あ
る

「
鳥
」
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
賢
者
は
財
を
蓄
積
す
る
け
れ
ど
も
、
ま

た
よ
く
そ
れ
を
散
じ
て
人
々
に
施
す
と
い
う
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
に
、
春

は
鳥
を
あ
ち
こ
ち
で
き
え
ず
り
競
わ
せ
る
け
れ
ど
も
、
ま
た
よ
く
そ
れ
を
露
の

も
と
に
響
か
せ
て
人
々
の
耳
を
楽
し
ま
せ
る
の
だ
、
と
。

 
こ
の
、
露
の
庵
と
に
響
か
せ
て
人
々
の
耳
を
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
鳥
の

「
音
」
と
は
、
あ
る
い
は
鶯
の
さ
え
ず
り
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
白
居
易

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

に
、
 
「
春
雲
帰
ル
モ
鶯
ヲ
シ
テ
語
ヲ
留
メ
シ
ム
ル
ニ
似
鯉
リ
、
好
ク
林
累
差

 
住
（
と
ど
）
ム
三
両
声
。
」
．
〈
『
白
詩
長
慶
集
』
巻
六
十
九
「
瀞
ハ
尽
如
加

 
 
む

 
日
」
V
と
の
用
例
あ
り
。
三
月
二
十
四
日
と
い
う
時
期
の
近
さ
か
ら
し
て
、
こ
．

 
の
「
花
鳥
ハ
春
ノ
資
貯
ナ
リ
。
」
．
の
詩
題
中
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る
「
鳥
」
も
、

 
鶯
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
て
く
る
。

 
○
頽
景
 
「
頽
」
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
頽
」
の
俗
字
で
、
．
衰
え
か
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
む
く
意
。
「
景
」
は
、
ひ
か
り
の
意
で
、
「
影
」
字
に
同
じ
。
例
え
ば
、
白
居

 
 
 
 
 
む

 
易
に
、
「
景
尾
長
ク
天
気
好
シ
。
」
〈
『
白
氏
長
慶
集
」
巻
六
十
二
，
「
首
夏
」
〉

 
と
の
用
例
あ
り
。
つ
ま
り
、
「
世
譜
」
は
、
「
頽
陽
」
の
意
で
、
夕
日
、
・
落
日

 
 
・
夕
暮
れ
の
こ
と
。
夕
方
の
時
刻
を
あ
ら
わ
す
。
・
「
晩
景
し
 
（
『
御
堂
関
白

 
．
記
」
や
『
小
右
記
』
な
ど
の
条
文
に
し
ば
し
ば
見
え
る
。
）
の
意
に
同
じ
。
こ

 
の
詩
が
作
ら
れ
た
の
は
夕
暮
れ
時
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
作
者
の
耳
に
は
よ
り

 
 
一
層
、
ね
ぐ
ら
を
求
め
る
鳥
の
声
が
さ
わ
が
し
く
聞
え
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
 
「
頽
景
」
ど
い
う
詩
語
の
用
例
と
し
て
は
、
 
『
蘇
東
壇
詩
集
』
〈
『
蘇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
文
忠
音
詩
合
註
』
本
巻
四
十
V
に
、
 
「
奇
景
ハ
西
山
二
薄
（
せ
ま
）
ル
。
」

 
〈
「
陶
ノ
歳
暮
ノ
作
、
張
常
置
二
和
ス
ニ
和
ス
。
」
V
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

 
 
「
三
景
」
と
い
う
詩
語
は
、
第
六
句
目
の
「
後
言
」
 
（
下
旬
の
意
）
の
対
語
で

 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
あ
る
。
「
日
の
終
わ
り
」
と
「
月
の
終
わ
り
し
と
で
密
接
な
対
応
関
係
を
示

．
、 

す
。
こ
の
作
文
会
が
な
さ
れ
た
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
寛
弘
三
年
三
月

 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
二
十
四
日
差
あ
り
、
時
刻
は
夕
暮
れ
時
で
あ
っ
た
。

 
○
鯨
糠
 
「
糎
」
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
糧
」
の
俗
字
。
「
差
置
」

 
一
は
、
あ
り
余
る
食
糧
の
意
。
た
だ
し
、
こ
こ
の
「
飴
緩
」
は
、
，
第
六
句
目
の

 
 
「
生
計
」
 
（
生
活
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
生
活
を
支
丸
る
早
婚
・
官
吏
の
給

 
金
の
意
）
の
対
語
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
 
「
禄
米
」
 
（
唐
代
の
制
度
で
、
官
職
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
給
金
の
ほ
か
に
別
に
給
付
す
る
食
料
等
の
加
俸
の
こ
と
。
）
の
意
と
考
え
る
必
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要
あ
り
。
今
、
そ
の
よ
う
に
訳
し
た
。

 
そ
も
そ
も
、
唐
代
の
制
度
で
は
、
「
官
吏
に
対
し
て
は
、
俸
銭
の
外
に
禄

米
・
職
言
及
び
雑
用
銭
を
給
し
、
そ
の
上
な
お
防
閤
（
ま
た
鼠
害
と
も
い
う
）

庶
僕
・
侯
身
等
の
記
臆
を
給
し
た
の
で
あ
っ
て
…
…
」
〈
吉
田
虎
雄
『
唐
山
租

税
の
研
究
』
第
四
節
．
「
書
役
及
び
資
課
」
〉
と
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
官

吏
の
俸
禄
の
一
つ
に
、
 
「
禄
米
」
 
（
食
料
）
の
支
給
が
遭
っ
た
亀
例
え
ば
、

．
『
新
公
書
』
〈
巻
五
十
五
「
食
貨
」
志
〉
に
も
、
「
（
開
元
）
二
十
四
年
、
百

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

官
ノ
強
殺
・
庶
僕
・
俸
食
（
俸
銭
と
食
料
）
・
雑
用
ヲ
シ
テ
月
ヲ
以
テ
之
ヲ
給

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

シ
、
月
俸
ト
総
称
セ
シ
ム
。
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
隅
白
居
易
に
、
「
料
銭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

（
食
料
と
俸
銭
）
 
孟
月
二
藍
ヒ
テ
用
ヒ
、
生
計
ハ
日
ヲ
逐
ヒ
テ
営
ム
。
」

〈
．
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
六
十
二
「
首
夏
」
V
と
の
用
例
あ
り
（
な
お
、
こ
こ
で

「
三
無
」
と
「
生
計
」
と
が
対
語
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
。
）
。

 
今
、
こ
こ
で
は
、
 
「
鯨
糧
」
を
「
禄
米
」
 
（
食
料
）
と
し
て
訳
し
た
が
、
つ
昌

ま
り
、
作
者
は
、
鳥
の
声
は
「
春
」
と
い
う
資
産
家
か
ら
支
給
さ
れ
た
「
禄

米
」
 
（
食
料
）
み
た
い
な
も
の
な
の
だ
、
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。

〇
三
月
語
 
 
「
三
月
」
は
、
晩
春
の
意
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の
作
文
会
が
開
催

 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

さ
れ
た
寛
弘
三
年
三
月
二
十
四
日
を
具
体
的
に
指
示
し
た
も
の
。
第
六
句
目
の

「
一
鞭
」
の
対
語
。
 
「
語
」
は
、
 
「
鳥
語
」
で
、
鳥
の
鳴
き
声
。
例
え
ば
、
白
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

居
易
に
、
 
「
耳
聡
（
さ
と
）
ク
心
慧
（
さ
と
）
ク
シ
テ
舌
端
巧
ミ
ニ
、
芝
桜
人

言
通
ゼ
ザ
ル
無
シ
。
」
〈
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
四
「
秦
吉
了
」
V
と
の
、
『
和
」

漢
朗
詠
集
」
〈
巻
下
・
雑
・
山
家
〉
に
、
「
浮
間
二
友
ヲ
寛
（
も
と
）
ム
レ

 
 
 
 

バ
鶯
耳
語
ヲ
交
へ
、
器
量
二
家
ヲ
浮
華
バ
鶴
ハ
隣
ヲ
ト
ス
。
」
〈
紀
長
谷
雄

「
山
居
ラ
ト
ス
」
V
と
の
用
例
あ
り
。
第
六
句
目
の
「
心
」
 
（
花
の
意
）
の
対

語
。
．

『
本
，
朝
麗
藻
』
 
全
注
釈
㈹

○
三
旬
 
 
「
下
旬
」
に
同
じ
。
月
末
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
作
文
会
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

な
さ
れ
た
寛
弘
三
年
三
月
二
十
四
日
を
具
体
的
に
指
示
し
た
も
の
。
三
月
下
旬

の
意
。
第
五
句
目
の
「
頽
景
」
の
対
語
。

○
生
計
 
く
ら
し
・
害
す
ぎ
・
生
活
の
手
だ
て
の
意
。
例
え
ば
、
白
居
易
に
、

 
む
 
 
む

「
生
計
拗
（
な
げ
う
）
チ
来
り
テ
膏
土
是
レ
業
、
池
園
忘
却
シ
テ
酒
ヲ
郷
ト
為

ス
。
」
〈
『
白
氏
長
身
集
」
巻
十
八
「
薫
処
士
ノ
贈
南
二
遊
ブ
ヲ
送
ル
。
」
〉

と
の
用
例
あ
り
。
な
お
、
こ
こ
で
は
∩
第
五
句
目
の
「
二
線
」
 
（
禄
米
の
意
）

の
対
語
と
し
て
、
「
俸
銭
」
の
意
に
訳
し
た
。
「
「
俸
銭
」
．
は
、
官
職
の
給
金

で
、
俸
禄
の
一
つ
。

 
つ
ま
り
、
作
者
は
、
散
る
花
は
「
春
」
と
い
う
資
産
家
か
ら
支
給
さ
れ
た

「
俸
銭
」
み
た
い
な
も
の
な
の
だ
、
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。

〇
一
園
丁
 
「
一
園
」
は
、
庭
園
の
い
た
る
と
こ
ろ
の
意
。
庭
園
一
杯
。
第
五

句
目
の
「
三
月
」
の
対
語
。
 
コ
」
と
「
一
一
こ
と
の
数
字
の
対
応
。
 
「
心
」

は
、
 
「
花
心
」
で
、
花
の
し
ん
・
し
べ
の
意
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
花
・
花

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

び
ら
の
意
に
訳
し
た
。
例
え
ば
、
，
『
玉
台
諸
悪
』
〈
巻
髪
〉
に
、
「
花
心
ハ
風

上
二
転
ジ
、
葉
影
ハ
直
中
二
二
ル
㎏
」
〈
簡
文
墨
「
秋
夜
」
V
と
の
用
例
あ

り
。
第
五
句
目
の
「
語
」
 
（
鳥
の
声
の
意
）
の
対
語
。
こ
こ
で
の
視
覚
と
聴
覚

と
の
対
応
は
、
第
三
句
目
の
「
色
」
 
（
視
覚
）
と
第
四
句
目
の
「
音
」
 
（
聴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
ノ

覚
）
と
の
そ
れ
に
同
じ
。
た
だ
し
、
そ
の
並
び
方
に
注
意
。
A
B
B
A
（
A
は

視
覚
・
B
は
聴
覚
）
の
順
序
で
あ
る
。

○
非
貧
素
 
「
貧
素
」
は
、
貧
乏
の
意
で
、
富
貴
の
反
。
例
え
ば
、
『
顔
氏
家

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

訓
』
に
、
 
「
南
間
（
南
方
の
人
間
）
ハ
助
奏
ナ
ル
モ
、
皆
外
飾
ヲ
事
ト
ス
。
累

乗
衣
服
ハ
、
必
ズ
斉
整
ナ
ル
ヲ
貴
ブ
。
」
〈
「
治
諾
し
篇
V
と
の
用
例
あ
り
。

春
と
．
い
う
資
産
家
か
ら
、
花
び
ら
と
い
う
三
三
乏
鳥
声
と
い
う
料
銭
ど
を
給
付
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さ
れ
、
そ
し
て
、
思
い
の
ま
ま
に
酔
吟
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
我
が
身
は
決
し

て
「
貧
素
」
な
ど
で
は
な
い
、
と
作
者
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
然
の
中

に
身
を
置
き
、
自
然
の
恩
恵
を
満
喫
す
る
こ
と
が
真
の
意
味
で
の
「
富
貴
」
な

の
だ
、
と
い
う
発
想
は
、
白
居
易
の
詩
な
ど
に
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
、

ば
、
 
「
人
間
ノ
栄
耀
ハ
因
縁
浅
ク
、
林
下
ノ
幽
閑
ハ
気
味
深
シ
。
」
〈
『
白
氏

長
慶
集
』
巻
六
十
六
「
老
来
ノ
生
計
」
V
と
か
、
 
「
世
事
二
心
ヲ
労
ス
ル
ハ

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
ド
 
む
 
 
む
 
 
む

富
貴
二
等
ズ
（
世
事
労
・
心
単
二
富
貴
一
）
、
人
生
ズ
実
事
ハ
是
レ
歓
娯
ナ
リ
（
人

 
 
 
 
む
 
 
む

生
実
事
是
歓
娯
〉
。
」
〈
同
上
「
老
夫
」
V
と
か
の
発
想
が
そ
う
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
後
者
か
ら
影
響
が
、
語
句
の
類
似
点
か
ら
．
も
、
こ
の
右
金
吾
の
詩
に
は

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

σ
土
宜
 
そ
の
土
地
の
性
質
が
住
民
や
農
作
物
に
適
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
土
地
の
産
物
の
意
。
例
え
ば
、
 
『
礼
記
』
〈
「
月
令
」
篇
V
に
、
「
（
孟
春

ノ
月
ハ
…
…
）
善
ク
丘
陵
・
阪
険
・
．
原
曝
（
げ
ん
し
ふ
・
高
原
と
低
湿
地
）
、

む
 
 
 
 
 
 
 
 
む

土
地
ノ
宜
シ
キ
所
、
五
穀
ノ
殖
ス
ル
所
ヲ
相
（
み
）
テ
、
、
以
テ
民
ヲ
教
道
ス
。

必
ズ
之
ヲ
躬
親
（
み
つ
か
）
ラ
ス
。
」
と
の
、
・
『
本
朝
文
粋
』
〈
三
七
V
に
、

 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

「
又
恵
ム
所
ノ
土
宜
ハ
、
嘉
納
ス
ル
ニ
暉
（
は
ば
か
）
リ
有
り
。
」
〈
大
江
朝

憲
「
清
慎
公
ノ
為
二
呉
越
ノ
王
二
報
ズ
ル
ノ
書
」
〉
と
の
用
例
あ
り
。
出
典

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

は
、
 
『
周
礼
』
〈
「
夏
官
司
馬
」
V
で
、
 
「
（
土
方
氏
ハ
・
ゴ
…
）
以
テ
土
宜
・

土
化
ノ
法
ヲ
弁
ズ
。
」
と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
注
に
は
、
、
「
土
宜
ト
ハ
、
九
穀
植

梶
（
ち
ょ
く
ち
・
は
や
播
き
と
お
そ
播
き
）
ノ
宜
シ
キ
所
ヲ
謂
フ
ナ
リ
。
」
と

あ
る
。

 
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
今
、
自
然
の
恩
恵
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
素
晴
ら
し
い
場

所
、
あ
る
い
は
、
季
節
の
意
に
訳
し
た
。

○
酔
吟
 
酒
に
酔
っ
て
詩
を
吟
じ
る
こ
と
。

 
〔
作
者
〕
藤
原
重
信
（
た
だ
の
ぶ
・
康
保
四
年
く
九
六
七
V
一
長
元
八
年

〈
一
〇
三
五
〉
。
六
十
九
歳
）
は
、
師
輔
の
孫
で
、
恒
徳
営
為
光
（
号
は
法
住

寺
太
政
大
臣
）
の
第
二
男
。
、
官
位
は
、
大
納
言
（
民
部
卿
と
中
宮
大
夫
を
兼

任
）
正
二
位
に
至
る
。

 
 
一
条
朝
の
四
納
言
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
華
墨
は
、
「
て
の
四
丁
の
大
納

言
た
ち
よ
な
。
斉
信
・
公
任
・
行
成
・
俊
賢
な
ど
申
す
君
た
ち
は
、
ま
た
さ
ら

な
り
。
」
八
『
大
鏡
」
「
整
除
物
語
」
〉
と
か
、
，
「
（
一
条
院
御
位
の
時
）
…
…

す
べ
て
帝
の
賢
王
に
て
お
は
し
け
る
故
に
や
、
才
野
鴨
僧
よ
り
始
め
て
、
道
々

の
だ
ぐ
ひ
に
至
る
ま
で
、
，
皆
其
の
名
を
得
た
り
け
る
。
中
に
も
四
納
言
と
聞
こ

え
し
は
、
斉
信
・
公
任
・
行
成
・
俊
賢
な
り
。
漢
の
四
馬
の
世
に
仕
へ
た
ら
ん

も
、
此
の
人
々
に
は
、
い
か
が
ま
さ
ら
ん
と
そ
見
え
け
る
。
」
〈
『
十
訓
抄
』

第
一
「
心
弛
振
舞
ヲ
定
ム
可
キ
事
」
V
と
か
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
藤
原

公
任
・
藤
原
行
成
・
源
俊
賢
（
と
し
か
だ
）
の
三
人
と
と
も
に
、
当
時
に
あ
っ

て
、
そ
の
才
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
才
名

は
、
政
治
・
和
歌
・
漢
詩
文
は
勿
論
の
こ
と
、
芸
能
の
分
野
に
ま
で
及
ん
だ
と

い
う
（
『
愚
管
抄
』
巻
四
コ
条
」
に
も
、
「
斉
信
ハ
為
光
太
政
大
臣
子
、
公

任
ハ
三
条
関
白
く
頼
忠
V
子
、
行
成
ハ
一
条
摂
政
く
伊
罪
V
ノ
ム
マ
ゴ
・
義
孝

 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

少
将
子
ナ
リ
。
和
漢
ノ
才
ニ
ミ
ナ
ヒ
デ
テ
、
ソ
ノ
外
ノ
能
芸
ト
リ
ド
リ
二
人
二

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

ス
グ
レ
タ
リ
。
〈
中
略
V
四
納
三
＝
ロ
サ
カ
リ
ノ
ト
キ
、
テ
ル
中
将
く
源
成

信
V
、
ヒ
カ
ル
少
将
く
藤
原
重
家
V
ト
〈
テ
V
、
殿
上
人
ノ
メ
デ
タ
キ
ア
リ
ケ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

ル
ハ
…
…
。
コ
ノ
ニ
人
佼
旧
く
公
卿
の
評
定
V
ノ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
立
聞
テ
、
四
納

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
パ
リ
 
 
む
 
 
む
 
 
ゆ

」
言
ノ
我
モ
我
モ
ト
才
覚
ヲ
ハ
キ
ッ
ツ
サ
ダ
メ
申
ケ
ル
ヲ
聞
テ
、
ワ
レ
ラ
成
ア
ガ

リ
ナ
ン
後
ア
レ
ラ
ガ
ヤ
ウ
ニ
ア
ラ
ン
ズ
ル
ガ
、
ヲ
ト
リ
テ
ハ
世
ニ
ア
リ
テ
モ
無
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益
ナ
リ
。
〈
後
略
V
」
と
あ
り
、
斉
信
ら
四
納
言
の
政
治
・
和
歌
・
漢
詩
文
・

芸
能
の
分
野
に
お
け
る
才
名
の
世
に
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
す
。
）
。

 
斉
信
に
は
、
と
り
わ
け
漢
詩
文
の
才
名
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
才
名
は
、

藤
原
公
任
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。

 
○
公
任
ト
斉
信
ト
ハ
詩
外
為
（
た
）
ル
ノ
事
。

 
三
管
殿
常
三
小
サ
レ
テ
云
ウ
、
公
任
ト
斉
信
ト
ハ
詩
興
ト
謂
フ
可
シ
。
若

 
（
も
）
シ
相
撲
二
讐
フ
レ
バ
、
公
任
ハ
善
ク
郷
（
な
げ
う
）
ツ
ト
錐
モ
、
斉

 
信
ヲ
打
ツ
可
カ
ラ
ズ
下
、
云
々
〈
『
江
昏
昏
』
第
五
「
詩
型
」
V
ゆ

 
右
の
，
一
文
は
、
四
納
言
の
中
の
斉
信
と
公
任
と
の
漢
詩
文
の
才
名
が
匹
敵
す

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
両
者
は
「
詩

敵
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
公
任
と
言
え
ば
、
世
に
、
「
三
船
の
才
」
 
（
漢
詩
・

和
歌
・
管
絃
の
三
つ
の
才
能
を
兼
備
し
て
い
る
こ
と
。
）
を
う
た
わ
れ
、
コ

事
の
す
ぐ
る
る
だ
に
あ
る
に
、
か
く
い
つ
れ
の
道
も
ぬ
け
出
で
た
ま
ひ
け
む

は
、
い
に
し
へ
も
侍
ら
ぬ
こ
と
な
り
。
」
〈
『
大
鏡
』
「
頼
忠
」
伝
V
と
ま
で

言
わ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
漢
詩
文
に
対
し
て
は
、
「
（
公
任
Y
御
'

み
つ
か
ら
も
、
の
た
ま
ふ
な
る
は
、
作
文
の
に
ぞ
乗
る
べ
か
り
け
る
。
さ
て
か

ば
か
り
の
詩
を
つ
く
り
た
ら
ま
し
か
ば
、
名
の
あ
が
ら
む
こ
と
も
ま
さ
り
な
ま

し
。
口
惜
し
か
り
け
る
わ
ぎ
か
な
。
」
〈
同
上
V
と
、
み
ず
か
ら
豪
語
し
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
ほ
ど
で
、
彼
自
身
、
そ
れ
に
対
し
て
は
絶
大

な
る
自
負
を
抱
い
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
そ
の
公
任
と
、
魚
信
は
「
詩

敵
」
と
言
わ
れ
、
四
つ
相
撲
を
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
単
信

の
漢
詩
文
に
お
け
る
才
名
は
、
公
任
の
そ
れ
に
、
優
る
と
も
劣
ら
な
い
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
公
任
と
斉
信
と
が
「
藩
政
」
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
背
景

に
は
、
単
に
両
者
の
漢
詩
文
に
お
け
る
才
名
が
等
し
か
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と

『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
㈲

だ
け
で
は
な
く
、
両
者
の
詩
風
の
相
違
も
原
因
と
し
て
あ
っ
た
ら
し
い
。

 
○
斉
信
ハ
常
二
霊
殿
（
儀
同
三
司
・
藤
原
伊
周
）
 
ヲ
庶
幾
（
し
ょ
き
・
請

 
い
願
う
）
シ
、
公
任
気
中
特
認
（
後
中
書
王
・
具
平
親
王
）
ヲ
歎
ズ
ル
ノ

 
事
。

 
又
命
ゼ
ラ
レ
テ
云
フ
、
斉
信
ハ
常
二
帥
殿
ヲ
庶
幾
シ
、
公
任
ハ
又
中
務
宮
ヲ

 
感
嘆
ス
。
斉
信
ハ
常
二
称
サ
レ
テ
云
フ
、
帥
殿
ハ
文
章
ヲ
以
テ
許
サ
ル
ト
、

 
云
々
。
其
ノ
年
歯
ハ
以
テ
等
輩
ナ
リ
。
彼
ノ
人
ノ
許
サ
レ
給
フ
ヲ
以
テ
面
目

 
ト
ス
。
量
二
甚
ダ
シ
カ
ラ
ザ
ラ
ン
ヤ
〈
『
漫
談
抄
』
第
五
 
「
詩
事
」
V
。

 
右
の
一
文
に
よ
る
と
、
公
任
が
圧
平
親
王
の
詩
風
に
心
を
寄
せ
て
い
た
の
に

対
し
て
、
斉
信
は
藤
原
伊
周
の
そ
れ
に
近
付
こ
う
と
し
て
い
た
ら
し
い
 
（
な

お
、
群
書
類
従
本
に
は
、
こ
の
部
分
に
、
 
「
斉
田
野
庶
二
幾
疑
点
公
任
一
。
又

感
二
二
中
務
宮
一
。
」
と
返
り
点
を
付
す
が
、
今
は
、
そ
れ
を
非
と
し
て
従
わ
な

い
。
）
。
公
任
は
後
中
書
王
を
師
と
仰
ぎ
、
斉
信
は
儀
三
三
司
を
師
と
仰
い
で

い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
後
中
書
王
・
具
平
親
王
（
九
六
四
一
一
〇
〇
九
）

と
言
え
ば
、
「
そ
の
村
上
の
中
務
宮
（
具
平
）
は
、
文
作
ら
せ
給
ふ
道
優
れ
て

お
は
し
ま
し
け
れ
ば
、
斉
名
・
謡
言
な
ど
い
ふ
博
士
常
に
参
り
て
、
文
作
ら
せ

給
ふ
御
友
に
な
む
あ
り
け
る
。
」
〈
『
今
鏡
』
第
九
「
唐
歌
」
V
と
あ
る
よ
う

に
、
村
上
天
皇
の
皇
子
で
天
暦
以
後
の
詩
壇
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
儀

二
三
司
・
藤
原
伊
周
と
言
え
ば
、
一
条
朝
の
「
上
戸
」
と
し
て
、
「
朝
二
廊
廟

二
抗
議
シ
、
タ
ニ
風
月
二
預
参
シ
」
〈
『
続
本
朝
往
生
伝
」
コ
条
天
皇
」
V

た
「
天
下
ノ
】
物
」
〈
同
上
〉
中
の
一
人
で
あ
る
 
（
な
お
、
『
続
本
朝
往
生

伝
』
に
は
、
具
平
親
王
は
「
親
王
」
と
し
て
、
公
任
と
斉
信
は
「
九
卿
」
と
し

て
、
「
天
下
ノ
一
物
」
申
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
）
。
両
者
と
も
に
、
確

か
に
、
公
任
や
斉
信
か
ら
師
と
し
て
仰
が
れ
る
の
に
、
そ
の
身
分
と
い
い
、
そ
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の
漢
詩
文
の
才
名
と
い
い
（
か
つ
て
、
前
者
に
は
『
後
中
書
王
業
』
、
後
者
に

は
『
儀
同
三
置
賜
」
ど
い
う
漢
詩
文
の
私
家
集
が
あ
っ
た
く
『
二
申
歴
』
第
十

二
V
。
）
、
ま
っ
た
く
申
し
分
の
な
い
人
物
な
の
で
あ
る
。

 
勿
論
、
後
中
書
王
の
詩
風
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
儀
同
三
司
の
そ
れ

が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
は
未

詳
と
い
う
ほ
か
は
な
い
し
、
ま
た
、
そ
れ
故
に
、
前
者
を
尊
敬
し
て
や
ま
な
か

b
た
公
任
の
詩
風
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
後
者
を
敬
慕
し
て
や
ま
な
か

っ
た
斉
信
の
そ
れ
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
た
、
具
体
的
に
は
未
詳
と
い
ヶ
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
、
「
詩
書
」

と
言
わ
れ
て
い
た
公
任
と
斉
信
と
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
風
が
異
な
っ
て
い
た
ら

し
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
、
両
者
の
伝
記
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
興
味
深
い
こ
ど
と
言
え
よ
う
。

 
特
に
、
斉
信
の
文
人
像
を
考
え
て
い
る
今
、
彼
が
伊
周
の
詩
風
を
敬
慕
し
て

い
た
ら
b
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
ハ
日
頃
、
伊
周
が
斉
信
の
詩
を
評
価
し
て

い
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
斉
信
が
そ
の
評
価
を
日
頃
得
意
気
に
自

心
し
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
大
い
に
注
目
し
て
い
・

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
、
伊
周
と
道
長
と
の
激

し
い
確
執
の
中
で
、
斉
信
が
ど
の
よ
う
な
立
場
に
身
を
置
い
て
い
た
の
か
、
置

こ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
知
る
手
懸
り
に
、
そ
れ
ら
の
こ
と
が
な
る
で
あ
ろ
う

と
思
プ
つ
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，

 
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
右
の
『
江
公
儀
』
中
の
、
「
其
ノ

年
歯
ハ
以
テ
等
輩
ナ
リ
。
彼
ノ
人
ノ
許
サ
レ
給
フ
ヲ
以
テ
面
目
ト
為
ス
。
量
二

心
ダ
シ
カ
ラ
ザ
ラ
ン
ヤ
。
」
と
い
う
一
文
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

斉
信
が
敬
慕
し
て
や
ま
な
か
っ
た
伊
周
は
、
実
は
、
年
齢
的
に
は
、
彼
よ
り
庵
七

歳
の
年
下
で
あ
る
。
決
し
て
、
年
齢
的
に
は
「
等
輩
」
な
ど
で
は
な
く
、
後
輩

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
物
で
あ
る
。
そ
の
、
七
，
歳
年
下
の
伊
周
の
詩
風

を
、
斉
信
は
敬
慕
し
て
や
ま
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
公
任
が
具
平
親
王

を
尊
敬
し
て
い
た
と
い
う
の
は
、
年
齢
的
に
言
っ
て
も
十
分
に
納
得
が
で
き

る
。
具
平
親
王
が
、
公
任
よ
り
も
二
歳
と
は
言
え
、
年
長
者
だ
か
ら
で
あ
る
。

斉
信
と
伊
周
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
く
、
伊
周
の
方
が
は
る
か
に
年
少
者
な
の

で
あ
る
。
伊
周
の
漢
詩
文
の
才
能
が
、
た
と
え
ど
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
て
い
た
と

し
て
も
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
申
の
、
甲
信
の
早
々
に
対
す
る
敬
慕
の
念
は
、
確

か
に
尋
常
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
 
「
量
二
甚
ダ
シ
ガ
ラ
ザ
ラ
ン
ヤ
。
」
と
の

『
三
熱
抄
』
の
批
評
は
、
ま
さ
し
く
正
鵠
を
射
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
批

評
は
、
恐
ら
く
、
中
関
白
家
の
御
曹
子
と
し
て
の
比
周
の
将
来
を
見
つ
め
る
世

俗
的
な
斉
信
の
態
度
、
媚
を
ふ
く
ん
だ
視
線
を
感
じ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
（
な
お
、
『
江
冥
鑑
』
〈
第
五
「
忌
事
」
V
に
は
、
上
記
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

内
容
的
に
同
一
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
も
う
一
つ
あ
る
。
 
「
斉
信
ノ
文
章
ハ
帥
殿
二

四
サ
ル
ル
ノ
事
。
」
と
題
す
る
も
の
で
、
そ
の
内
客
は
、
「
又
云
フ
、
斉
信
ハ

如
何
く
い
か
ん
V
ト
ゆ
、
答
ヘ
ラ
レ
テ
云
フ
、
〈
中
略
〉
斉
信
自
ラ
称
シ
テ
云

フ
、
帥
殿
ハ
文
章
ヲ
以
テ
許
サ
ル
ト
、
云
々
。
儀
黙
思
司
ナ
ル
者
ハ
、
是
レ
其

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む

ノ
年
歯
ヲ
論
ズ
レ
バ
、
書
信
ノ
後
進
・
等
量
ナ
リ
。
而
シ
テ
彼
ノ
人
ヲ
以
テ
許

サ
ル
ル
ヲ
面
目
ト
為
ス
。
思
潮
甚
シ
カ
ラ
ザ
ラ
ン
ヤ
。
」
と
い
う
も
の
。
ま
？

た
く
同
一
の
内
容
で
あ
る
が
、
年
齢
的
に
、
傍
周
は
斉
信
の
「
後
進
」
で
あ

り
、
「
下
輩
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
。
）
。

．
斉
信
が
、
公
任
の
「
詩
敵
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ

た
が
、
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
白
居
易
の
、
 
「
三
五
夜
中
新
月
ノ
色
、
二
千
里
外

故
人
ノ
心
。
」
と
い
う
一
聯
の
中
の
「
新
月
」
と
い
う
詩
語
に
つ
い
て
ハ
 
「
新
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り

月
ヲ
、
人
ハ
以
テ
三
月
（
三
日
月
）
ノ
初
メ
テ
生
ジ
タ
ル
モ
ノ
ト
為
ス
ナ
リ
。

む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

斉
信
・
公
任
ハ
相
論
ジ
ラ
レ
テ
、
此
ノ
詩
ヲ
以
テ
証
（
あ
か
し
）
ト
為
ス
。
タ

ニ
東
方
ノ
月
ヲ
見
ル
ナ
リ
、
ト
。
」
〈
『
江
量
器
』
第
四
〉
と
あ
る
よ
う
に
、

両
者
が
互
い
に
討
論
し
て
新
説
を
打
ち
だ
し
π
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
見
て

も
、
十
分
に
納
得
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
時
に
は
、
斉
信
の
漢
詩
文
の
才
名
が

公
任
の
そ
れ
を
凌
い
で
い
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

 、

尅
骼
i
殿
ノ
屏
風
ノ
斉
信
・
端
午
ノ
詩
／
事
。

 
鷹
司
殿
ノ
屏
風
詩
ノ
、
斉
信
・
端
午
ノ
詩
（
群
書
類
従
本
に
「
詩
」
字
な

 
し
。
今
、
醍
醐
寺
本
『
虚
言
砂
』
に
よ
り
て
補
う
。
）
二
、
片
月
ノ
弦
鳴
リ

 
テ
（
な
お
、
、
『
水
言
紗
』
に
は
、
 
「
弦
鳴
」
を
「
鳴
弦
」
〈
弦
ヲ
鳴
ラ
シ

 
テ
V
に
作
る
。
）
、
士
卒
喧
（
か
ま
び
す
）
シ
、
ノ
句
ア
リ
。
・
道
寄
ハ
筑
後

 
ノ
国
（
な
お
、
『
水
言
合
』
に
は
、
 
「
筑
後
」
を
「
筑
前
」
に
作
る
。
）
二

 
在
り
テ
之
ヲ
伝
へ
聞
ク
。
此
ノ
句
ナ
ル
者
ハ
、
徳
ハ
飛
沈
（
な
お
、
『
江
談

 
抄
』
は
、
「
飛
沈
」
に
作
る
。
今
、
『
水
言
紗
』
に
従
う
。
）
ヲ
照
ラ
ス
、

 
ノ
句
二
勝
レ
リ
。
件
ノ
句
ナ
ル
者
ハ
秀
句
ナ
リ
ト
錐
モ
、
村
濃
（
む
ら
ご
・

 
染
色
の
名
）
ノ
糸
ノ
染
（
一
に
「
綴
」
字
に
作
る
。
 
『
水
掛
砂
』
は
、

 
「
淡
」
字
に
作
る
。
）
二
業
ヘ
タ
ル
様
ナ
リ
ト
、
云
々
。
 
（
後
略
）
〈
『
江

 
談
抄
』
第
五
「
詩
事
」
V
。

 
鷹
司
殿
く
藤
原
道
長
の
妻
・
倫
子
の
家
）
の
屏
風
詩
の
撰
者
は
、
後
に
述
べ

る
よ
う
に
、
斉
信
で
あ
る
。
そ
の
斉
作
の
撰
進
し
た
屏
風
詩
の
申
に
、
「
端

午
」
と
い
う
彼
自
身
の
作
っ
た
七
言
詩
も
入
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
詩
の
一

句
に
、
 
「
片
月
弦
鳴
士
卒
喧
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
、
筑
後
（
な
お
、
『
中
古
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

仙
伝
』
で
は
、
源
道
済
は
、
長
和
四
年
く
一
〇
一
五
V
二
月
十
八
日
に
筑
前
守

に
任
じ
ら
れ
た
、
，
と
記
す
。
や
は
り
、
 
『
水
里
紗
』
の
「
筑
前
」
、
が
正
し
い

『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
㈹

か
。
）
の
国
守
と
し
て
そ
の
任
地
に
あ
っ
た
道
済
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
（
鷹
司
殿
の
屏
風
詩
が
詠
進
さ
れ
た
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、

も
し
も
、
こ
の
『
江
談
抄
』
の
記
事
を
正
し
い
も
の
と
す
る
と
、
道
書
が
筑
後

〈
筑
前
〉
の
国
守
と
な
っ
た
長
和
四
年
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
く
な
お
、
道

済
は
寛
仁
三
年
に
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
，
そ
の
四
年
の
間
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
〉
。
長
和
四
年
払
い
え
ば
、
斉
信
は
四
十
九
歳
、
そ
の
宮
位
は
、
権
大
納

言
兼
春
宮
大
夫
・
正
二
位
で
あ
る
。
）
。

 
一
方
、
上
記
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
中
に
見
え
る
「
徳
照
二
三
寸
こ
と
い
う
詩
句

は
、
同
じ
『
江
談
抄
』
〈
第
五
「
詩
事
」
〉
の
「
四
条
大
納
言
（
公
任
）
ノ
野

ノ
行
幸
ノ
屏
風
詩
λ
事
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
下
に
よ
る
と
、
正
し
く
は
、
 
「
徳

ハ
飛
沈
（
な
お
、
『
江
談
抄
』
は
、
「
業
況
」
に
作
る
。
今
、
『
水
荒
砂
』
に

従
う
。
）
ヲ
照
ラ
ス
雲
夢
ノ
月
（
徳
照
二
飛
沈
一
過
夢
月
）
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

㌧
こ
の
、
両
者
の
屏
風
桑
中
の
そ
れ
ぞ
れ
の
句
を
目
に
し
た
道
済
が
、
斉
信
の

「
端
午
」
詩
の
そ
れ
を
よ
り
秀
句
と
判
定
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
．
そ
の
理

由
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
斉
信
の
漢

詩
文
に
対
す
る
当
時
の
評
価
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端

を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

，
鷹
司
殿
の
屏
風
詩
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
も
う
一
つ
あ
る
。

 
○
か
の
諸
流
の
藤
民
部
卿
、
鷹
司
殿
（
倫
子
）
の
屏
風
の
詩
選
び
奉
り
給
ひ

 
け
る
に
、
日
野
の
三
位
（
勲
業
）
の
詩
の
多
く
入
り
た
り
け
る
を
、
義
忠
と

 
い
ひ
し
贈
宰
相
の
難
じ
て
、
色
の
糸
、
詞
綴
り
て
春
の
風
に
任
せ
た
り
、
と

 
い
へ
る
糸
と
い
ふ
文
字
、
平
声
に
あ
ら
ず
、
僻
事
（
ひ
が
ご
と
）
な
り
、
と

 
申
す
と
聞
き
給
ひ
て
、
民
部
卿
の
文
集
の
詩
の
、
句
句
の
麗
し
き
詞
、
色
の
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糸
を
綴
れ
り
、
と
い
へ
る
を
稽
（
か
む
が
）
へ
て
奉
ら
れ
た
り
け
れ
ば
、
宇

 
治
の
太
政
大
臣
（
頼
通
）
む
つ
か
ら
せ
給
ひ
て
、
如
何
に
か
か
る
僻
難
（
ひ

 
が
な
ん
）
を
ば
申
し
け
る
ぞ
、
と
て
、
勘
当
せ
さ
せ
給
ひ
て
、
明
く
る
年
ま

 
で
赦
さ
せ
給
は
ざ
り
け
れ
ば
、
（
後
略
）
〈
『
今
鏡
』
第
九
「
唐
歌
」
V
。

 
先
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
鷹
司
殿
の
屏
風
詩
の
撰
者
は
割
信
で
あ
っ
た

辱
（
出
典
で
あ
る
『
江
談
抄
』
第
五
「
恨
事
」
の
「
鷹
司
殿
ノ
屏
風
詩
ノ
事
。
」

に
は
、
「
又
命
ゼ
ラ
レ
テ
云
フ
、
鷹
司
殿
ノ
屏
風
詩
ハ
、
斉
信
卿
、
之
ヲ
撰
セ

ラ
レ
、
斉
信
、
頗
ル
多
ク
資
業
ノ
詩
ヲ
入
レ
ラ
ル
。
〈
後
略
V
」
之
あ
り
、

 
「
今
昔
物
語
』
巻
二
十
四
「
藤
原
資
業
の
作
れ
る
詩
を
義
忠
の
難
ぜ
し
語
。
」

に
も
、
 
「
〈
前
略
V
其
の
比
く
こ
ろ
V
、
斉
信
の
民
部
卿
大
納
言
と
云
ふ
人
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

り
。
身
の
才
あ
り
て
文
章
に
い
た
れ
る
に
よ
り
て
、
仰
せ
を
承
り
て
此
の
詩
ど

も
を
選
び
定
め
ら
れ
け
る
に
、
資
業
が
詩
あ
ま
た
，
入
り
た
り
け
る
を
、
〈
後

略
V
」
と
あ
る
。
）
。
彼
は
、
屏
風
詩
の
撰
者
に
任
命
さ
れ
る
ほ
ど
、
そ
れ
ほ

ど
、
当
時
の
詩
壇
に
重
き
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
鷹
司
殿
の
屏
風
詩
が
詠
進
さ
れ
、
惟
信
に
よ

っ
て
、
そ
の
詩
の
選
定
が
行
な
わ
れ
た
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
長
和

四
年
（
一
〇
一
五
）
以
後
、
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
。
任
命
者
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
内
容
か
ら
し
て
、
藤
原
頼
通
で
あ
っ
た
の

「
で
あ
ろ
う
か
（
頼
通
は
、
寛
仁
元
年
三
月
に
は
、
道
長
に
代
っ
て
摂
政
と
な

り
、
同
三
年
十
二
月
に
は
『
道
長
の
出
家
に
よ
っ
て
関
白
に
な
っ
て
い
る
、
）
。

あ
る
い
は
、
や
は
り
、
道
長
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
確
か
に
、
斉
信
は
、
当
時
の
詩
壇
に
重
ぎ
を
な
し
て
い
て
、
屏
風
詩
の
撰
者

に
も
任
命
ざ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
例
え
ば
、
「
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
正
月

二
十
一
日
、
按
察
大
納
言
（
斉
信
）
・
四
条
大
納
言
（
公
任
）
、
大
殿
（
道
長

邸
）
二
於
イ
テ
、
摂
政
殿
（
頼
通
）
ノ
大
饗
ノ
料
ノ
御
屏
風
ノ
二
言
ビ
ニ
歌
等

ヲ
択
ビ
定
ム
。
 
（
後
略
）
」
〈
『
左
経
記
』
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
斉
信
は
、
道
長

に
そ
の
漢
詩
文
や
和
歌
の
才
能
を
認
め
ら
れ
て
い
て
、
摂
政
・
頼
通
の
大
饗
の

部
屋
に
飾
る
屏
風
の
詩
や
歌
の
選
定
に
、
公
任
と
と
も
に
参
加
し
た
と
い
う
。

そ
の
屏
風
は
、
「
四
尺
ノ
倭
絵
屏
風
十
二
帖
」
〈
『
小
右
記
」
V
で
あ
っ
た
と
い

う
。
勿
論
、
斉
信
は
、
そ
の
詩
歌
の
選
定
に
参
加
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
彼
自

身
も
詩
を
詠
進
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
 
「
摂
政
ノ
大
饗
ノ
新
（
〈
料
V
字

に
同
じ
。
）
ノ
屏
風
ノ
詩
井
ビ
ニ
和
寄
等
ヲ
持
チ
テ
来
ラ
レ
、
来
ラ
レ
シ
上
達

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

智
部
ト
相
定
ム
。
按
察
大
納
言
・
四
条
大
納
言
ハ
各
（
お
の
お
の
）
詩
五
首
、

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

是
レ
皆
上
（
た
て
ま
つ
）
レ
バ
、
価
（
よ
）
リ
テ
入
ル
。
広
業
・
為
政
・
義
忠

・
男
時
法
師
等
ノ
詩
モ
相
定
ム
。
各
両
三
入
ル
。
 
（
後
略
）
」
〈
『
御
堂
関
白

記
』
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
の
詠
進
し
た
五
首
の
詩
は
、
公
任
の
そ
れ
と
と
も

に
、
全
部
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
。
斉
信
の
、
当
時
の
詩
壇
に
お
け
る
重
鎮
ぶ

り
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

 
さ
て
、
鷹
司
殿
の
屏
風
詩
で
あ
る
が
、
そ
の
斉
信
の
選
定
に
対
し
て
、
藤
原

義
忠
の
直
訴
が
、
頼
通
に
な
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
、
藤
原
資
業
の
詩
が
あ

ま
り
に
も
多
く
選
ば
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。

 
『
今
昔
物
語
』
に
よ
る
と
、
義
忠
の
直
訴
の
内
容
は
、
 
「
此
ノ
資
業
朝
臣
ノ

作
レ
ル
詩
ハ
極
テ
異
様
ノ
詩
共
謀
ゆ
含
声
ニ
シ
テ
平
声
二
非
ザ
ル
字
共
有
リ
。

難
専
ラ
多
シ
。
然
ド
モ
、
此
レ
早
業
が
当
職
ノ
受
領
ナ
ル
ニ
依
テ
、
大
納
言

（
斉
信
）
其
ノ
饗
応
有
テ
導
入
（
い
れ
ら
れ
）
タ
ル
也
。
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
平
野
の
合
わ
な
い
、
欠
点
だ
ら
け
の
偉
業
の
詩
を
撰

者
の
斉
信
が
多
く
採
用
し
た
の
は
、
現
職
の
受
領
で
あ
る
異
業
の
供
応
を
斉
信

が
受
け
た
か
ら
に
違
い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
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「
他
声
ニ
シ
テ
平
声
二
非
ザ
ル
字
共
有
リ
。
難
聴
ラ
多
シ
。
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
今
様
』
に
は
、
「
色
の
糸
、
詞
綴

り
て
春
の
風
に
任
せ
た
り
（
色
糸
詞
綴
任
二
春
風
一
）
、
と
い
へ
る
糸
と
い
ふ
文

字
、
平
声
に
あ
ら
ず
、
僻
事
な
り
。
」
と
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
り
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

い
る
（
な
お
、
 
『
江
談
抄
」
に
は
、
こ
の
部
分
が
、
「
花
塗
ノ
宴
ノ
詩
ノ
色
糸

む
 
 
む

ノ
句
、
之
ヲ
撰
ビ
入
レ
ラ
ル
。
義
忠
ハ
之
ヲ
聞
キ
テ
宇
治
殿
釜
座
ス
、
ト
、
云

々
。
幻
象
ハ
寒
声
ニ
シ
テ
、
平
声
野
菊
ズ
。
僻
事
ト
謂
フ
可
シ
、
，
ト
。
」
と
な

っ
て
お
り
、
 
「
色
糸
詞
綴
任
二
春
風
こ
と
い
う
句
の
入
っ
て
い
た
資
業
の
詩
の

題
が
、
 
「
花
蓮
ノ
宴
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
）
。
こ

の
、
 
「
色
糸
詞
綴
任
二
春
風
一
」
と
い
う
句
の
申
の
「
糸
」
字
が
平
声
で
は
な

く
、
他
国
（
灰
声
）
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
僻
事
」
で
あ
る
、
と
の
義
忠
の

批
難
は
、
恐
ら
く
「
孤
平
」
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
、

「
糸
」
字
が
平
声
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
一
句
は
、
 
「
灰
灰
三
脚
灰
平
平
」
と
い

う
平
灰
の
配
列
に
な
り
、
第
二
字
目
と
第
四
字
目
の
「
灰
」
の
間
に
「
平
」
が

一
つ
だ
け
挾
ま
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
藩
」
の
か
た
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、

さ
ら
に
、
第
二
字
目
と
第
四
字
目
の
平
灰
が
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ

る
「
二
四
不
同
」
の
原
則
に
も
あ
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
 
「
孤
平
」
を
犯

し
、
 
「
二
四
不
同
」
の
原
則
に
あ
わ
な
け
れ
ば
、
確
か
に
、
そ
れ
は
、
近
体
詩

の
平
治
式
に
あ
わ
な
い
鋤
体
の
詩
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
恐
ら
く
、

「
僻
事
」
で
あ
る
、
と
の
義
忠
の
批
難
は
、
そ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

 
た
だ
し
、
 
「
糸
」
字
は
、
灰
声
 
（
こ
の
場
合
は
、
入
声
の
夏
鳥
で
、
音
は

「
ベ
キ
」
。
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
平
声
（
こ
の
場
合
は
、
平
声
の
支
韻
で
、

音
は
「
シ
」
。
）
と
し
て
も
発
音
さ
れ
、
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
と
も
に

『
本
朝
麗
藻
』
全
注
釈
㈲

訓
は
「
い
と
」
。
平
安
朝
に
お
い
て
も
、
漢
字
一
字
に
平
声
と
曇
声
の
両
方
が

あ
る
場
合
、
互
い
に
通
用
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
、
 
「
但
シ

両
派
ノ
字
二
通
用
ノ
例
有
リ
。
文
章
ノ
許
ス
所
ナ
リ
。
時
二
随
ヒ
テ
斜
壁
ス
．

可
キ
カ
。
」
〈
『
江
談
抄
」
第
五
「
詩
事
」
〉
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
か

る
。
）
。
そ
の
こ
と
を
、
斉
信
は
ど
う
も
知
っ
て
い
た
ら
し
い
。
 
「
民
部
卿

此
ノ
事
ヲ
伝
へ
聞
キ
テ
、
攣
縁
（
へ
ん
え
ん
・
憤
慨
の
意
）
ヲ
発
シ
テ
、
此
ノ

詩
興
ヲ
、
皆
麗
句
微
妙
ニ
シ
テ
、
撰
ブ
所
流
出
無
キ
由
ヲ
被
申
（
ま
う
さ
れ
）

ケ
レ
バ
、
…
…
」
〈
『
今
昔
物
語
』
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
轡
型
は
、
義
忠
の
批
難

を
理
不
尽
な
こ
と
と
し
て
一
蹴
し
た
と
い
う
。
、
こ
の
部
分
は
、
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
『
今
鏡
』
に
は
、
 
「
民
部
卿
の
文
集
の
詩
の
、
句
句
の
麗
し
き
詞
、

色
の
糸
を
綴
れ
り
、
と
い
へ
る
を
稽
へ
て
奉
ら
れ
た
り
け
れ
ば
、
…
…
し
と

あ
り
、
こ
の
時
の
尊
信
が
、
『
白
氏
文
集
」
 
（
『
白
氏
本
町
集
』
巻
五
十
三
）

の
中
の
「
微
之
二
酬
ユ
」
と
い
う
七
律
の
第
四
句
目
の
「
句
句
研
平
綴
二
色

糸
こ
・
と
い
う
一
句
を
実
例
と
し
て
使
い
、
．
義
忠
の
批
難
を
か
わ
し
た
こ
と
に

し
て
い
る
（
な
お
、
『
江
談
抄
』
に
は
、
 
コ
戸
部
納
言
く
毒
心
V
ハ
此
ノ
事

ヲ
聞
キ
テ
、
文
集
ノ
詩
ヲ
勘
〈
か
ん
が
〉
へ
献
ゼ
ラ
レ
テ
云
フ
、
声
々
麗
句

寒
鯛
ヲ
敷
キ
、
句
々
研
詞
色
糸
ヲ
綴
ル
、
ト
〈
声
々
麗
句
敷
ご
寒
玉
一
、
句
々
妖

詞
綴
二
色
糸
一
。
V
、
云
々
。
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
四
部
叢
刊
本
『
白
士
長
慶

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

集
』
に
は
、
こ
の
警
句
を
、
「
声
声
麗
曲
敲
二
寒
玉
一
、
句
句
婿
辞
綴
二
色
糸
一
。
」

に
作
る
。
）
。
確
か
に
、
こ
の
『
白
氏
文
集
』
の
「
句
句
婿
詞
一
二
色
糸
こ
と
い

う
一
句
は
隔
「
灰
灰
平
平
灰
灰
平
」
（
な
お
、
「
辞
」
字
も
平
声
で
あ
り
、
四
部

叢
刊
本
の
場
合
も
、
こ
れ
に
同
じ
。
）
と
い
う
黒
灰
の
配
列
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
「
糸
」
字
は
、
灰
声
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
平
声
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
糸
」
字
が
灰
声
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戸

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
は
、
下
の
三
字
が
み
な
灰
寄
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
い
わ

ゆ
る
「
下
三
連
」
を
犯
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
も

ま
し
て
、
こ
の
「
微
之
二
酬
ユ
」
と
い
う
七
律
が
、
平
声
の
支
韻
で
韻
を
踏
ん
で

お
り
、
そ
の
韻
字
は
、
全
部
で
五
つ
。
当
然
、
第
四
句
目
の
末
尾
の
「
糸
」
字

も
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

 
魚
信
が
、
『
白
氏
文
集
」
の
中
か
ら
平
声
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
「
糸
」

字
の
用
例
を
み
つ
け
だ
し
て
、
義
忠
の
批
難
を
か
わ
し
た
、
と
い
う
こ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
、
漢
詩
文
の
実
作
者
と
し
て
の
重
信
嫁
を
知
る
上
で
、
二
つ
の
面
で

、
特
に
興
底
深
い
。
一
つ
は
、
斉
信
が
近
体
詩
の
平
灰
式
に
も
精
通
し
て
い
た
ら

し
い
と
い
う
こ
と
を
暗
示
さ
せ
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
二
つ
は
、
彼
が
『
白

氏
文
集
』
に
常
日
頃
慣
れ
親
ん
で
い
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
暗
示
さ
せ
て
く

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

 
直
門
が
『
白
鷺
文
集
』
に
常
日
頃
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
ら
し
い
と
い
う
、
そ

，
の
後
者
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
の
方
面
か
ら
も
証
拠
だ
て
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
蝕
、
彼
が
漢
詩
朗
詠
の
名
手
で
あ
り
、
そ
れ
も
、
し
ば
し
ば
、
「
臼
．

氏
文
集
』
中
の
一
句
を
朗
詠
し
て
は
人
々
を
感
心
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

 
（
幣
信
が
漢
詩
朗
詠
の
名
手
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
漢
詩
実
作
者
と
し
て

の
彼
を
知
る
上
で
も
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
）
。

 
○
「
舟
の
う
ち
に
や
老
を
ば
か
こ
つ
ら
む
」
と
い
ひ
た
る
を
、
聞
き
つ
け
給

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
 
へ
る
に
や
、
大
夫
（
誤
信
）
、
「
欝
欝
・
文
成
証
誕
お
ほ
し
」
と
う
ち
請
し
遵
ふ

 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む

 
声
も
、
さ
ま
も
、
こ
よ
な
う
い
ま
め
か
し
く
見
ゆ
く
『
紫
式
部
日
記
』
V
。

 
○
西
の
京
と
い
ふ
所
の
あ
は
れ
な
り
つ
る
事
、
（
斉
信
）
「
も
ろ
と
も
に
見

．
る
人
の
あ
ら
ま
し
か
ば
と
な
ん
お
ぼ
え
つ
る
。
垣
な
ど
も
皆
古
り
て
、
苔
生

 
ひ
て
な
む
」
な
ど
語
り
つ
れ
ば
、
宰
相
の
君
、
「
瓦
に
松
は
あ
り
つ
や
」
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
む
 
 
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
ヒ
む

 
い
ら
へ
た
る
に
、
い
み
じ
ヶ
め
で
て
「
西
の
方
、
都
門
を
去
れ
る
事
い
く
ば

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
く
の
地
ぞ
」
と
口
ず
さ
び
つ
る
事
な
ど
、
か
し
が
ま
し
き
ま
で
い
ひ
し
こ
そ

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
を
か
し
か
り
し
か
く
古
典
大
系
本
『
枕
草
子
』
第
八
十
三
段
V
。

 
○
宰
相
の
申
越
斉
信
・
帰
方
の
中
将
・
道
方
の
少
納
言
な
ど
ま
み
り
給
へ
る

 
に
、
人
々
出
で
て
も
の
な
ど
い
ふ
に
、
つ
い
で
も
な
く
、
「
明
日
は
い
か
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
る
こ
と
を
か
」
と
い
ふ
に
、
（
斉
信
）
い
さ
さ
か
思
ひ
ま
は
し
と
ど
こ
ほ
り

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
も
な
く
「
人
間
の
四
月
を
こ
そ
は
」
と
い
ら
へ
給
へ
る
が
い
み
じ
う
を
か
し

 
む
 
 
む
 
 
む

 
き
こ
そ
く
同
上
本
『
枕
草
子
』
第
百
六
十
一
段
〉
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 
 
り
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
○
斉
信
ハ
後
幅
蔵
人
ノ
頭
ト
為
り
、
所
行
甚
ダ
高
シ
。
随
身
ヲ
小
庭
二
召
シ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む

 
テ
之
ヲ
仕
ヘ
シ
メ
、
事
ア
ル
毎
二
大
将
ノ
如
シ
。
「
鳳
鳳
池
上
ノ
月
」
ノ
句
ヲ
諦

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
シ
テ
禁
庭
ヲ
排
徊
ス
レ
バ
、
人
声
歎
伏
セ
ザ
ル
莫
ク
、
神
仙
中
ノ
人
ト
為
ス

 
〈
『
古
事
談
』
第
二
「
臣
節
」
，
V
。

 
斉
信
は
、
確
か
に
、
漢
詩
朗
詠
の
名
手
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
例
え
ば
、
清
少

納
言
か
ら
、
 
「
詩
を
い
と
を
か
し
う
諦
じ
侍
る
も
の
を
。
」
〈
『
枕
草
子
』
第

百
六
十
一
段
V
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
暗
記
力
に

す
ぐ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
こ
れ
ま
た
、
清
少
納
言
か
ら
、
「
過
ぎ
に
た
る
こ
と

な
れ
ど
も
、
心
得
て
い
ふ
は
誰
も
を
か
し
き
中
に
、
女
な
ど
こ
そ
さ
や
ヶ
の
物

忘
れ
は
せ
ね
、
男
は
さ
し
も
あ
ら
ず
、
よ
み
た
る
歌
な
ど
を
だ
に
な
ま
お
ぼ
え

な
る
も
の
を
、
ま
こ
と
に
を
か
し
。
」
と
言
わ
れ
、
激
賞
さ
れ
て
い
た
人
物
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

あ
る
。
そ
の
彼
が
も
 
「
書
は
文
集
。
文
選
。
新
賦
。
史
記
。
五
帝
本
紀
。
…
…
」

〈
同
上
第
二
百
十
一
段
V
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
第
一
の
教
養
の

書
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
『
白
氏
文
集
』
を
、
漢
詩
実
作
者
と
し
て
、
ま
た
、

漢
詩
朗
詠
者
と
し
て
人
一
倍
大
切
に
感
じ
て
、
そ
の
詩
句
を
暗
調
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
、
そ
れ
は
容
易
に
想
豫
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
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右
記
の
よ
う
に
、
 
「
い
さ
さ
か
思
ひ
ま
は
し
、
と
ど
こ
ほ
り
も
な
く
」
、
そ
の

時
・
所
・
位
に
応
じ
て
『
白
蔓
文
集
』
中
の
佳
句
を
朗
詠
b
た
と
い
う
斉
信
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
や
は
り
注
目
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

 
右
記
の
第
｝
例
は
、
紫
式
部
の
、
 
「
舟
の
う
ち
に
や
老
を
ば
か
こ
つ
ら
む
」

と
い
う
言
葉
が
、
 
『
白
氏
文
集
』
〈
巻
三
V
の
「
海
漫
漫
」
中
の
第
十
四
句
目

の
「
童
男
・
卯
女
（
く
わ
ん
ぢ
ょ
・
幼
女
）
ハ
舟
中
二
老
イ
」
に
よ
っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
す
ぐ
に
悟
り
、
斉
信
が
、
そ
れ
に
続
く
第
十
五
句
目
の
「
徐
福

（
秦
の
方
士
）
・
文
成
（
漢
の
方
士
）
ハ
誼
誕
（
で
た
ら
め
）
多
シ
」
を
朗
詠

し
て
応
答
レ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
第
二
例
は
、
宰
相
の
君
の
、

「
瓦
に
松
は
あ
り
つ
や
」
と
い
う
斉
信
へ
の
応
答
が
、
『
白
氏
文
集
』
〈
巻

四
V
の
「
一
宮
高
」
中
の
第
八
句
目
の
「
六
二
衣
（
こ
け
）
有
り
瓦
二
松
有

リ
」
を
意
識
し
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
す
ば
や
く
悟
り
、
興
に
の
っ
た
彼

が
、
そ
の
第
十
一
句
目
の
「
西
ノ
カ
タ
都
門
ヲ
去
ル
コ
ト
幾
多
ノ
地
ゾ
」
を
朗

詠
し
て
、
人
々
の
喝
采
を
博
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
第
三
例
は
、

清
少
納
言
の
、
 
「
明
日
は
、
ど
ん
な
詩
を
朗
詠
な
さ
い
ま
す
か
。
」
と
い
う
唐

突
な
質
問
に
、
斉
信
が
、
少
し
も
慌
て
ず
騒
が
す
、
 
『
白
氏
文
集
」
〈
巻
十

六
V
の
「
大
林
寺
ノ
桃
花
」
中
の
第
一
句
目
の
「
人
間
ノ
四
月
芳
菲
尽
キ
」
を

引
用
し
て
即
答
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
第
四
例
は
、
書
信
が
蔵
人

の
頭
で
あ
っ
た
頃
、
随
身
を
使
役
し
宮
中
を
警
備
し
な
が
ら
、
『
白
氏
文
集
』

〈
巻
二
十
〉
の
「
陽
城
駅
二
等
シ
テ
月
二
対
ス
」
中
の
第
三
句
目
の
「
鳳
風
池

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

（
禁
中
の
池
の
名
。
な
お
、
四
部
叢
刊
本
は
、
〈
鳳
皇
子
V
に
作
る
。
）
上
ノ

月
」
を
朗
詠
し
て
、
人
々
を
感
服
さ
せ
、
ま
る
で
神
仙
の
世
界
の
人
の
よ
う
だ

と
思
わ
せ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
・
（
な
お
、
ち
な
み
に
、
こ
の
四
例
申

の
詩
句
は
、
ど
れ
も
『
和
漢
朗
詠
』
に
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。
）
。

「
本
朝
麗
藻
』
 
全
注
釈
㈹

 
勿
論
、
斉
信
は
、
漢
詩
朗
詠
の
名
手
と
し
て
、
『
白
氏
文
集
』
申
の
詩
句
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
詩
句
、
例
え
ば
、
本
朝
の
同
時
代
の
詩
人
の
詩
句

を
も
朗
詠
し
て
、
人
々
を
感
心
さ
せ
た
と
い
ヶ
。

 
○
東
三
条
関
白
前
の
太
政
大
臣
（
砂
潜
。
な
お
、
『
今
鏡
』
は
、
 
「
宇
治
の

 
大
臣
」
〈
頼
通
〉
に
作
る
。
）
、
九
月
十
三
夜
の
月
に
さ
そ
は
れ
て
、
東
北

 
院
の
念
仏
に
参
り
給
ひ
た
り
け
る
に
、
夜
打
ち
更
け
て
世
の
中
も
し
っ
か
な

 
る
ほ
ど
に
、
斉
信
民
部
卿
を
め
し
て
、
「
今
脊
た
だ
に
は
い
か
が
や
ま
ん
。

 
朗
詠
あ
り
な
ん
や
」
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
い
と
畏
ま
り
て
、
暫
し
わ
づ
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
ふ
気
色
な
る
を
、
隠
々
耳
を
峙
て
て
、
い
か
な
る
句
を
か
詠
ぜ
ん
ず
ら
ん
と

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
待
つ
ほ
ど
に
、
「
極
楽
の
尊
を
念
ず
る
こ
と
一
夜
」
と
打
ち
出
だ
し
た
り
け

 
 
 
り
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 

 
る
、
た
ぐ
ひ
な
く
め
で
た
か
り
け
り
。
此
の
句
書
き
た
る
斉
名
、
や
が
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
ひ
 
 
 
む
 
 
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む

 
御
共
に
候
ひ
け
り
。
我
が
句
を
し
も
さ
ば
か
り
の
人
の
朗
詠
せ
ら
れ
た
ゆ
け

 
む
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
り
 
 
む

 
る
、
い
か
ば
か
り
心
の
算
す
ず
し
か
り
け
ん
く
『
十
訓
抄
』
下
V
。

 
右
記
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
中
の
、
斉
信
が
朗
詠
し
た
「
極
楽
の
尊
を
念
ず
る
こ

と
一
夜
」
と
い
う
詩
句
は
、
紀
要
名
の
「
七
言
。
暮
春
、
勧
学
会
二
法
華
・
経
ヲ

講
ズ
ル
ヲ
聴
キ
テ
、
同
ジ
ク
山
林
ヲ
摂
念
ス
ル
ヲ
賦
ス
。
」
〈
「
本
朝
文
粋
』

二
十
所
収
V
と
い
う
詩
序
中
の
も
の
で
、
 
「
時
二
中
宮
ハ
日
暮
レ
、
仙
境
ハ
春

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

閑
（
の
ど
）
，
カ
ナ
リ
。
極
楽
ノ
尊
ヲ
念
ズ
ル
コ
ト
一
夜
ニ
シ
テ
、
山
月
ハ
正
二

円
（
ま
ど
）
カ
ナ
リ
。
脱
藩
（
山
名
）
ノ
会
二
先
ダ
ツ
コ
ト
ミ
朝
ニ
シ
テ
、
洞
花

ハ
落
テ
ン
ト
欲
ス
。
」
と
あ
る
も
の
（
な
お
、
 
「
念
望
極
楽
之
単
二
夜
、
山
月

正
円
。
先
一
一
魚
店
之
会
一
三
朝
、
早
緑
欲
レ
落
。
」
は
、
 
『
和
漢
朗
詠
集
』
〈
巻

下
「
仏
事
」
V
に
も
所
収
、
た
だ
し
、
 
「
句
曲
」
は
「
勾
曲
」
に
作
る
。
）
。

ま
さ
し
く
、
時
・
所
・
位
を
得
た
漢
詩
文
の
朗
詠
で
あ
り
、
斉
信
の
面
目
躍
如

た
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
、
（
一
九
八
二
・
九
・
二
七
・
未
完
）

（71）


